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地区とのタウンミーティング 議事概要 

 

日 時 令和７年１１月７日（金）午後７時００分～午後８時００分 

地 区 妙見東地区 

場 所 妙見東自治センター 

参加人数 ２４人 

 

テーマ１ 「南海大地震に備えた地区の防災について」 

主 旨 （区長） 

⚫ 妙見東地区は、妙見坂小学校方面と南星台方面への主要道路が２本しかなく、震災時に道路が封鎖

され、孤立するおそれがある。また、消防の助けなどが難しい状況が想定されるため、地域で初期消

防をはじめ、自主防災に努める必要があることから、行政による地域への支援についてお伺いした

い。 

市 長 

⚫ 妙見坂小学校への道は土砂災害特別警戒区域（以下、レッドゾーン）であることから、道がふさがれ

る可能性があることは認識している。 

⚫ 関西電力の調べでは、電信柱が倒れて、道がふさがることは考えにくいとの見解であるため、南星

台へ抜けるルートは問題ないと考えている。 

⚫ 指定避難所の妙見坂小学校は、校舎の一部が土砂災害警戒区域（以下、イエローゾーン）であるこ

とから、避難所として機能するかが課題である。 

⚫ 交野市は、「地区内に指定避難所がある」、「隣接地区に指定避難所がある」の２つに分かれる。妙

見東は「隣接地区に指定避難所がある」地域のため、指定避難所がないことが市の課題と感じてい

る。指定避難所がない地区は、消防団車庫の整備が終了次第、緊急防災・減災事業債を活用して、

整備を進めていきたいと考えている。 

⚫ 今年度、給水車を新たに２台追加する予定であることから、各地区に貯水タンクを整備すること

で、給水車からの水を貯水できるようにしていきたい。 

⚫ 交野市はトイレトラック、AIシャワートラック等の導入により、他市と比較すると災害時の対応は

できている。 

 

意 見 

⚫ 道路の液状化や電線が垂れ下がることにより、消防が通行できない可能性がある。対応策として、地

域で消防隊を立ち上げ、初期対応をする予定であるが、地域での限られた範囲の取り組みとなるた

め、市としての支援もいただきたい。 

→［市長］水については給水車を新たに購入したことから、指定避難所などにタンクを配置すること

で、飲み水としても活用できると考えている。 

⚫ 災害時は、給水車が妙見東まで上がってこれないリスクがある。４丁目には特高区配水池に約１,２
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００㎥、１丁目の特高区加圧ポンプ場には約１００㎥の配水源があることから、災害時は給水車が来

るまで使用可能としてほしい。 

→［市長］交野市の水はそれぞれの標高に応じて区分が分かれる。妙見東は特高区となり、高区の水

を加圧して特高区のタンクに水を貯めて流す仕組みである。市の課題として、高区の配水池がレ

ッドゾーン・イエローゾーンに含まれている箇所があり、枚方土木事務所と協議している。妙見

東１丁目の特高区加圧ポンプ場と４丁目の特高区配水池がイエローゾーンに含まれているため、

土砂崩れで埋まり、貯留している水が使えない可能性があることから、給水車で水を運ぶ対応を

考えている。また、妙見東は山地盤で地震には強いが、雨天時は土砂崩れの恐れがある。妙見東

のレッドゾーンのうち、１か所は市が所有する山であり、配水タンクが設置されていることから

今後の対策を検討している。また、星田は交野断層が通っており、断層付近は地震時揺れやすい

ことから、阪神淡路大震災時は被害が大きかったと考えられる。妙見東は地盤の強い地区ではあ

るが、災害時に備えて各家庭でご準備をしていただきたい。 

⚫ 防災倉庫や防災公園を設置する地区があると思うが、妙見東にはないので、テニスコート付近に防災

倉庫の設置を検討してほしい。 

→［市長］テニスコート付近は国定公園に位置づけられているので工事が難しい。災害時、妙見坂小

学校までの避難は難しいので、避難所兼備蓄倉庫を設置する方法を検討したい。 

  

 

テーマ２ 「公共交通（おりひめバス）について」 

主 旨 （区長） 

⚫ 今年３月からおりひめバスを走らせていただき、大変ありがたい。来年度、見直しがあると聞いてい

るが、地域の声を吸い上げて、バスが存続できるようにお願いしたい。 

市 長 

⚫ おりひめバスは令和７年３月２３日から民間事業者へ委託し、市でバスの運営をしている。人件費

や車両代金等も含めて、運行コストは総額２億円、今年度は半年間の料金収入が５千万円であり、

国から１千万円の補助を受けている。来年度は国からの補助金が１億円程度であると聞いており、

できるだけ補助金をもらえるようにしたい。 

⚫ 市では、債権運用や国・府の補助金活用、他市と共同のし尿処理、小中学生が使用しているタブレ

ットの導入業者の見直しなどにより、年間で約３億５千万円の収益がある。市民の皆様の負担にな

らないよう、様々な取り組みをしている。その中で、おりひめバス、小５から中学３年生までの給

食費無償などに取り組んでいる。 

⚫ バスの利用率が低いと議会からも意見が出るので利用率を高めてほしい。 

⚫ おりひめバスは定期・チケット・電子マネーでの支払い方法により、全体の利用者や売上金額は把握

できているが、どこからどこまで乗っていて、どこのバス停の利用率が多いかがわからない。今後は

利用率が高いバス停を把握して利用率が低いバス停の見直しは必要だと考える。 

⚫ 本来は４月から路線の見直しをしたいが、国のルールで補助金がもらえるかは３月末までわからな

い。その発表があるまで契約が結べないため、路線の変更については、契約締結後、年度が変わって
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から周知し、路線変更を進める予定である。 

⚫ 来年度は南星台・妙見東の間でバス停を増やし、便数は星田行を１時間間隔から４５分間隔に調整

をしたいと考えている。 

意 見 

⚫ おりひめバスが廃止されないためにも、我々住民にもできることがあればご教示いただきたい。 

→［市長］おりひめバスを継続利用してほしい。黒字・赤字というより、人が乗っていないバスを継

続することが難しい。おりひめバスに係る予算は、来年度も要求する予定である。 

⚫ 女性運転手の採用、ライドシェアなどの検討はされているのか。また、バスの車内広告を活用して企

業から広告収入とすることも検討してはどうかと考える。 

→［市長］第二種免許が不要のためハードルは低く、男性に限定せずに広く募集をしている。ライド

シェアは乗り合いで家の近くに来るとなると、乗車席数が少ないため、星田エリアでは難しいと考

えている。広告収入は、市でも公用車の広告宣伝をしているが、難しい状況であるので、別の方法で

収入源を確保したい。 


